
「東京こころといのちのゲートキーパー」養成研修の実施状況について 
 

１ 養成人数   
開催日 対象者 参加者数 

平成１９年１２月２０日    都福祉保健局本庁職員 ３０名（※５７名） 
（※２７名は１～３のみ参加）

平成２０年１月２１日 杉並区職員 １０８名 
平成２０年２月１４日（予定） 都保健所職員 ５０名（予定） 

 
２ プログラム 

科       目  

１ 講義 

「自殺の危険について正しく理解するために」 

 ○ うつの症状と自分で気づく方法 

 ○「死にたい」と思う気持と危険性を把握できるために 

 ○ 話の聴き方 

２ 自死遺族からのメッセージ 

 ○ 遺族の思いや本人の置かれていた状況 

 ○ 支援者に望むこと 

３ ＮＰＯ活動からみた自殺対策の重要性 

 ○ 自死遺族への支援について 

 ○ 社会全体での取組について 

４ 演習 

 ○ 実践から学ぶ・グループワーク 

  ※杉並区研修は１～３で実施 
 
３ 研修に対する評価（１２月２０日参加者アンケート結果） 

（１）全体評価           （２）一番参考になった科目 
大いに参考になった ６８% 自殺の危険について ２０% 

参考になった ３２% 自死遺族からのメッセージ ４６% 

どちらともいえない ０% NPO 活動 ２１% 

参考にならなかった ０% グループワーク １３% 

 
（３）研修全体に対する意見（例） 
 ・自殺の危険因子が個人だけではなく社会全体が絡んでいるということ、日常的身近なも

のであることを認識した。 
 ・自殺とうつ状態が深く関与していることがよく解った。職場や家庭で常に目を配る必要

があると認識した。 
 ・自死遺族の解放されることのない自責の念を重く受け止めた。自分自身が何ができるの

かを考えていく契機になった。 
 ・どの段階で専門家につなげるべきか、難しいと思った。 
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